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　これまで、一定の要件を満たせば、６０歳から６５歳ま

で特別支給の老齢厚生年金が支給されてきました。�

　しかし、平成１３年４月から支給開始年齢が段階的に

引き上げられ、最終的に平成３７年度からは、年金の開

始は、本来の６５歳からとなります（図表１）。�

　このうち、老齢基礎年金については、少しでも早く支

給を受けたい人のために、本人が希望すれば６０歳から

６５歳になるまでの間に繰り上げて支給を受ける「老

齢基礎年金の繰上げ制度」（全部繰上げの老齢基礎年

金）が設けられていますが、平成１３年４月からは、

新たに昭和１６年４月２日～昭和２４年４月１日生まれ

（女子は昭和２１年４月２日～昭和２９年４月１日生まれ）

の人にかぎって、「一部繰上げの老齢基礎年金」が請

求できるようになっています（図表２、３）。�

　こうした繰上げ支給を受けた場合は、「全部」の場

合も「一部」の場合も、一定の率で減額された老齢基

礎年金が一生を通じて支給されることになります。�

　計算例でも示していますが、通常は「全部繰上げ」

より「一部繰上げ」の方が有利となります。�

（次号につづく）�

─昭和１６年４月２日～昭和２４年４月１日生まれ（女子は昭和２１年４月２日～昭和２９年４月1日生まれ）の「一部繰上げ支給」について─�
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【図表２】 全部繰上げ の老齢基礎年金（男子は昭和１６年４月２日～昭和２４年４月１日生まれ、女子は昭和
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【図表３】 一部繰上げ の老齢基礎年金（男子は昭和１６年４月２日～昭和２４年４月１日生まれ、女子は昭和

２１年４月２日～昭和２９年４月１日生まれのケース）�
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②…繰上げ請求月から６５歳になる月の前月までの月
数�

（１）③の繰上げ調整額は、報酬比例部分に６５歳になる
まで加算されるもので、次の算式で計算します。�

　　繰上げ調整額＝定額部分×（１－①/②）�
�
（２）④の老齢基礎年金の加算額は、６５歳以後に加算さ

れるもので、次の算式で計算します。�
　　老齢基礎年金の加算額＝老齢基礎年金×（１－①/②）�
�
（３）⑤の老齢基礎年金の一部繰上げ額は、次の算式で

計算します。�
　　老齢基礎年金の一部繰上げ額＝老齢基礎年金×①/②×（１－０.５％×②）�
�

「全部繰上げ」は６５歳になる月の前月まで請求で
きますが、「一部繰上げ」は特別支給開始年齢に
なると請求できません。��

計　算　例�

定額部分と老齢基礎年金（満額とする）は、同じ

額とします。�
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